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●
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の〝
成
功
〟と
ア
フ
リ
カ

　

暮
れ
も
近
い
二
〇
一
五
年
一
二
月
一

二
日
、
パ
リ
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー

ル
空
港
に
降
り
立
つ
と
、
い
つ
も
と
違

う
緊
迫
感
に
包
ま
れ
た
。
一
月
の
新
聞

社
襲
撃
の
衝
撃
も
醒
め
ぬ
う
ち
に
、
一

一
月
の
大
規
模
テ
ロ
勃
発
。
そ
し
て
開

催
に
黄
信
号
が
点
る
な
か
、
厳
戒
態
勢

で
敢
行
し
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
二
一
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）。

フ
ラ
ン
ス
が
良
く
も
悪
し
く
も
、
世
界

の
注
目
を
集
め
続
け
た
一
カ
月
の
、
最

終
日
の
夕
刻
だ
っ
た
。

　

友
人
の
間
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
国
の
恐

ろ
し
さ
と
、
テ
ロ
を
受
け
て
過
熱
す
る

〝
有
志
〟
軍
の
シ
リ
ア
空
爆
の
是
非
を

め
ぐ
る
議
論
で
も
ち
き
り
で
、「
大

戦
」
と
い
う
言
葉
が
ど
ん
ど
ん
現
実
味

を
帯
び
て
い
る
。
そ
の
同
じ
時
、
同
じ

街
で
、
世
界
一
九
六
の
国
と
組
織
が
一

堂
に
会
し
、
将
来
世
代
の
た
め
に
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
約
束
し
た
。

戦
争
と
環
境
と
い
う
二
つ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
話
題
が
、
産
業
革
命
以
来
、
先
頭

集
団
の
一
員
で
あ
り
続
け
た
フ
ラ
ン
ス

で
、
同
時
並
行
で
進
ん
で
い
る
様
子
は
、

現
在
の
国
際
情
勢
を
象
徴
し
て
い
た
。

　

期
待
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
（
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
）
で
合
意
に
失
敗
し
て
以
来
、

国
際
社
会
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た
「
す

べ
て
の
国
が
参
加
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
目
標
の
設
定
」
を
、
外
交
に
長
け

た
老
獪
な
国
が
包
括
的
な
協
定
に
仕
上

げ
た
存
在
感
。
議
長
国
と
し
て
は
当
然
、

名
声
と
と
も
に
大
き
な
責
任
を
負
っ
た

わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
が
手
腕
の
み
せ
ど

こ
ろ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
五
次
評
価

報
告
書
（
Ａ
Ｒ
５
）（
参
考
文
献
①
）

の
な
か
で
、
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い

る
気
候
変
動
と
貧
困
問
題
の
関
連
は
、

課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
て
き
た
。

歴
史
的
と
も
い
わ
れ
る
今
回
の
合
意
の

も
と
で
、
こ
の
因
果
関
係
と
現
状
に
誠

実
に
対
応
し
て
こ
そ
、
国
際
合
意
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
「
共
通
だ
が

差
異
あ
る
責
任
」
を
、
先
進
諸
国
が
新

た
な
「
パ
リ
協
定
」
の
な
か
で
ど
う
取

っ
て
い
く
か
を
世
界
に
示
す
こ
と
に
繋

が
る
。
各
地
に
元
植
民
地
と
の
密
接
な

関
係
を
残
す
フ
ラ
ン
ス
の
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
期
待
が
か
か
る
所
以
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
フ
ラ
ン
ス
が
、
長
年
イ

ギ
リ
ス
と
並
ん
で
、
広
大
な
植
民
地
を

維
持
し
て
い
た
の
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
だ
。

こ
こ
は
ま
だ
、
大
陸
全
体
が
開
発
途
上

で
あ
り
、
最
貧
国
と
呼
ば
れ
る
一
人
あ

た
り
国
民
総
所
得
が
年
間
一
〇
〇
〇
ド

ル
に
満
た
な
い
国
が
、
二
〇
一
四
年
段

階
で
三
四
カ
国
も
あ
っ
て
、
貧
困
問
題

が
深
刻
で
あ
る
。
自
立
と
持
続
可
能
な

開
発
を
促
す
国
際
社
会
の
経
済
的
な
支

援
が
、
気
候
変
動
の
適
応
策
を
進
め
る

う
え
で
も
必
須
な
の
は
間
違
い
な
い
。

地
球
規
模
の
問
題
は
、
不
可
逆
的
な
環

境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
大
き

く
、
対
策
が
遅
れ
る
ほ
ど
、
あ
と
か
ら

取
り
返
す
努
力
は
何
倍
に
も
膨
れ
、脆

弱
な
貧
困
層
へ
の
し
わ
寄
せ
と
な
っ
て

跳
ね
返
る
か
ら
で
あ
る
。

●
社
会
問
題
と
不
可
分
な
悪
影
響

　

ア
フ
リ
カ
自
体
は
、
赤
道
を
ま
た
い

で
南
北
に
広
が
る
大
陸
で
あ
り
、
五
六

カ
国
も
の
国
々
が
、
北
部
や
南
部
の
砂

漠
か
ら
中
央
部
の
熱
帯
雨
林
ま
で
、
多

種
多
様
な
自
然
環
境
の
な
か
に
分
布
し

て
い
る
。
気
候
変
動
が
及
ぼ
す
影
響
も
、

国
に
よ
っ
て
内
容
は
大
き
く
異
な
り
、

対
応
策
も
自
ず
と
変
わ
っ
て
く
る
。

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
気
候
変
動

の
影
響
予
測
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
四
次

報
告
書
（
Ａ
Ｒ
４
）
が
発
表
さ
れ
た
二

〇
〇
七
年
か
ら
分
析
が
進
ん
だ
が
（
参

考
文
献
①
）、
悪
影
響
の
内
容
自
体
に

は
大
き
な
変
化
は
な
い
。

　

Ａ
Ｒ
５
の
解
析
結
果
で
は
、
地
球
上

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
、
平
均
降
水
量

の
乾
燥
地
と
湿
潤
地
の
地
域
差
や
乾
季

と
雨
季
の
季
節
変
動
が
増
加
し
、
一
五

～
三
〇
年
後
の
平
均
気
温
の
上
昇
は
、

熱
帯
や
亜
熱
帯
で
大
き
く
な
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
場
合
は
、
北

部
や
東
部
の
乾
燥
地
帯
は
さ
ら
に
乾
燥

が
進
み
、
中
央
の
湿
潤
な
熱
帯
域
で
は
、

極
端
な
高
温
が
続
く
時
期
が
長
引
き
、

極
端
な
降
水
が
よ
り
強
く
頻
繁
と
な
る

特 集
「パリ協定」後の気候変動対応

　

ア
フ
リ
カ
か
ら
み
た
気
候
変
動
対
応

岡
安 

直
比



35　　アジ研ワールド・トレンド No.246（2016. 4）

可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
開
発
途
上
に
あ

る
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
な
ど
の
社
会
問
題

と
相
ま
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を

引
き
起
こ
す
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

▽ 

水
の
過
剰
利
用
が
加
速
し
、
水
質
の

劣
化
に
加
え
、
水
不
足
が
危
機
的
に

な
り
、
干
ば
つ
が
干
ば
つ
を
呼
ぶ
。

▽ 

熱
や
干
ば
つ
で
農
作
物
の
生
産
性
が

低
下
す
る
と
と
も
に
、
病
虫
害
が
増

加
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
特
に
主
食
で

あ
る
穀
物
の
生
産
性
が
落
ち
、
食
糧

の
安
全
保
障
を
脅
か
す
可
能
性
が
高

い
。

　

Ａ
Ｒ
４
（
参
考
文
献
②
）
で
は
具
体

的
な
数
字
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
伝
統
的
な
天
水
農
業
の
収
量
の
五
〇

％
減
、
あ
る
い
は
水
不
足
の
深
刻
化
に

直
面
す
る
人
の
七
五
〇
〇
万
～
二
億
五

〇
〇
〇
万
人
規
模
で
の
増
加
、
と
い
っ

た
深
刻
な
も
の
も
挙
が
っ
て
い
た
。

▽ 

気
温
と
雨
の
降
り
方
の
変
化
で
生
物

や
水
が
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の

伝
染
病
の
発
生
率
や
発
生
す
る
地
域

が
変
化
し
、
今
ま
で
症
例
が
な
か
っ

た
地
域
で
も
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

実
際
、
Ａ
Ｒ
５
（
参
考
文
献
①
）
の

世
界
の
各
地
域
の
主
要
な
リ
ス
ク
お
よ

び
リ
ス
ク
低
減
の
可
能
性
の
予
測
で
は
、

ア
フ
リ
カ
は
現
在
の
リ
ス
ク
は
低
め
で

も
、
す
べ
て
の
要
素
に
将
来
の
リ
ス
ク

増
大
が
も
っ
と
も
大
き
い
。
特
に
感
染

症
に
関
し
て
は
、
現
在
も
将
来
予
測
も

い
ず
れ
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
際
的
に
は
、
エ
ボ
ラ
や
エ
イ
ズ
と

い
っ
た
、
致
死
率
の
高
い
感
染
症
の
流

行
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
が
、
実

は
長
い
間
、
ア
フ
リ
カ
の
平
均
寿
命
を

押
し
下
げ
、
成
長
の
阻
害
要
因
と
な
っ

て
い
た
の
は
マ
ラ
リ
ア
で
あ
る
。
特
に

乳
幼
児
の
死
因
の
断
ト
ツ
ト
ッ
プ
を
占

め
る
が
、
近
年
の
公
衆
衛
生
の
改
善
に

よ
っ
て
、
死
亡
率
を
劇
的
に
下
げ
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
努
力
が
逆

行
し
な
い
た
め
に
も
、
マ
ラ
リ
ア
の
発

生
域
の
シ
フ
ト
に
注
意
が
必
要
だ
。

　

脆
弱
な
社
会
基
盤
し
か
持
た
ず
、
自

然
環
境
へ
の
依
存
度
の
高
い
生
活
を
今

も
送
る
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
と
っ
て
、

こ
う
い
っ
た
生
命
を
直
接
脅
か
さ
れ
る

事
態
は
、
簡
単
に
政
情
不
安
の
引
き
金

と
な
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
合
わ
せ
、
世
界

銀
行
が
発
表
し
た
対
ア
フ
リ
カ
適
応
支

援
計
画
の
担
当
者
は
、
気
候
変
動
の
影

響
に
よ
る
犠
牲
が
、
今
後
四
〇
〇
〇
万

か
ら
五
〇
〇
〇
万
人
に
上
る
リ
ス
ク
が

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
チ
ャ
ド
南
部
の

乾
燥
地
帯
を
拠
点
に
す
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
の
過
激
派
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
の
台
頭
も
、

気
候
変
動
に
よ
る
チ
ャ
ド
湖
の
縮
小
が

貧
困
を
加
速
さ
せ
、人
々
の
不
安
・
不
満

が
流
れ
込
む
結
果
だ
と
指
摘
し
て
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
、
民
主
化
の

過
程
で
広
く
内
戦
や
政
情
不
安
の
波
に

洗
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
大
陸
も
、
二
一
世

紀
に
入
り
、
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
は
じ
め
た
。
そ
の
矢
先
に
、
今

度
は
環
境
破
壊
と
い
う
自
分
た
ち
か
ら

も
っ
と
も
縁
遠
い
要
因
で
、
再
び
混
乱

の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
あ
ま
り

に
も
不
公
平
で
あ
る
。
パ
リ
協
定
の
も

と
、
確
実
な
適
応
策
の
推
進
と
実
際
の

被
害
へ
の
補
償
を
、
国
際
社
会
が
一
丸

と
な
っ
て
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
最
後
に
残
さ
れ
た
手
つ
か
ず
の

自
然
―
コ
ン
ゴ
盆
地
の
熱
帯
雨

林
と
気
候
変
動
対
策
の
重
要
性

　

ア
フ
リ
カ
と
同
様
の
悪
影
響
は
、
ア

ジ
ア
な
ど
他
の
熱
帯
域
で
も
起
こ
る
可

能
性
は
低
く
は
な
い
。
し
か
し
ア
フ
リ

カ
大
陸
で
は
、
中
央
部
に
広
大
な
コ
ン

ゴ
盆
地
と
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
作
り
出

し
て
い
る
水
環
境
の
特
殊
性
が
加
わ
っ

て
、
事
態
が
ず
っ
と
深
刻
化
す
る
可
能

性
も
、
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ
。
し
か

も
こ
れ
が
、
世
界
全
体
の
気
候
変
動
対

策
に
影
響
し
、
有
数
の
野
生
動
物
の
宝

庫
を
も
消
滅
の
危
機
に
追
い
や
る
と
な

れ
ば
、
さ
ら
に
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。

　

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
で
あ
る
気
候

変
動
対
策
に
、
国
際
社
会
が
取
り
組
む

こ
と
が
決
ま
っ
た
一
九
九
二
年
の
リ
オ

の
「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
際
連
合

会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」
で
は
、
気

候
変
動
枠
組
条
約
と
と
も
に
、
生
物
多

様
性
条
約
も
採
択
さ
れ
た
。
以
来
人
類

は
、
自
然
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
が
、
陸
地
面
積

の
六
％
に
も
満
た
な
い
熱
帯
雨
林
に
、

全
生
物
種
の
半
数
以
上
が
生
息
し
て
い

る
現
実
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
保
全
が
最

優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

コ
ン
ゴ
盆
地
に
は
、
地
球
上
の
熱
帯

雨
林
の
一
五
％
以
上
が
広
が
り
、
ア
マ

ゾ
ン
に
次
ぐ
規
模
の
森
林
に
は
、
一
万

図　先進国、新興国、開発途上国の間の共通だが差異ある責任

（注）�　OECD,BRICs,ASEANおよびアフリカ連合諸国の1961年と2007年のエコロジカル・フットプリントの相対的規模
と構成。過去50年近く、一貫して先進諸国の環境負荷は群を抜いており、責任の大きさも際立っていた。「パリ
協定」のもとでは、アフリカ連合やASEAN諸国の、カーボン・フットプリントの増加にも目を配る必要がある。

（出所）　WWF/GFN/ZSL（2010）「生きている地球レポート2010」より
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カーボン・フットプリント
1961年から100倍に

Source: Global 
Footprint Network
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種
以
上
の
植
物
が
育
っ
て
い
る
。
こ
の

熱
帯
雨
林
の
特
徴
と
し
て
、
固
有
種
の

割
合
が
高
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
た
と

え
ば
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
現
在
ま
で

に
同
定
さ
れ
て
い
る
一
万
一
〇
〇
〇
種

あ
ま
り
の
う
ち
、
約
三
〇
％
に
当
た
る

三
二
〇
〇
種
が
固
有
種
で
あ
る
。
ま
た
、

ゴ
リ
ラ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
い
っ
た
類

人
猿
や
マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
な
ど
の
、
大
型

の
陸
上
哺
乳
類
が
多
い
の
も
特
徴
で
、

寿
命
が
長
く
身
体
の
大
き
い
彼
ら
の
暮

ら
し
を
支
え
る
栄
養
源
と
し
て
、
コ
ン

ゴ
の
熱
帯
雨
林
の
豊
か
さ
は
際
立
っ
て

い
る
。
こ
の
豊
か
さ
は
同
時
に
、
現
在

も
八
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
人
々
に
、
食

糧
や
飲
み
水
、
そ
し
て
住
居
を
提
供
す

る
場
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
ゴ
盆
地
に

人
が
住
み
は
じ
め
た
五
万
年
以
上
も
前

か
ら
、
変
わ
ら
ぬ
営
み
を
保
っ
て
き
た
。

　

そ
の
熱
帯
雨
林
を
潤
す
コ
ン
ゴ
河
の

特
徴
は
、
盆
地
内
を
流
れ
下
る
淡
水
の

七
五
～
九
五
％
が
、
海
に
届
く
前
に
蒸

発
し
雨
と
な
っ
て
流
域
内
に
戻
る
こ
と

で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
（
五
〇
～
七
五

％
）
に
比
べ
て
も
閉
鎖
性
が
強
く
、
気

候
変
動
で
流
域
内
の
降
水
量
や
降
水
パ

タ
ー
ン
が
変
化
す
る
と
、
海
か
ら
の
供

給
が
少
な
い
分
だ
け
、
水
循
環
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
Ａ

Ｒ
５
で
は
、
二
〇
五
〇
～
九
〇
年
の
平

均
気
温
が
変
化
す
る
速
度
と
、
生
物
が

適
応
の
た
め
に
地
形
を
超
え
て
移
動
で

き
る
最
大
速
度
を
比
較
し
て
い
る
が
、

樹
木
で
は
せ
い
ぜ
い
一
五
キ
ロ
／
一
〇

年
で
あ
り
、
今
の
ま
ま
で
は
大
規
模
な

森
林
消
失
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

熱
帯
雨
林
の
遷
移
に
関
す
る
長
期
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
今
世
紀
末
に
Ｃ

Ｏ
２
濃
度
が
倍
に
な
る
仮
定
で
、
一
〇

〇
年
後
に
は
熱
帯
雨
林
の
乾
燥
地
域
は

草
原
や
疎
開
林
と
な
り
、
再
度
ジ
ャ
ン

グ
ル
が
育
つ
ま
で
に
五
〇
〇
年
か
か
る

な
ど
と
い
う
結
果
も
あ
る
。

　

過
去
数
百
万
年
の
間
に
何
度
か
繰
り

返
さ
れ
た
大
絶
滅
時
代
の
原
因
は
、
今

の
人
為
起
源
の
気
候
変
動
よ
り
ず
っ
と

緩
や
か
な
気
候
変
動
だ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
重
大
な
生
態
系
の
遷
移
や
絶

滅
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
高
い

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
参
考
文
献

①
）。こ
の
状
況
に
降
水
量
の
変
化
が
追

い
打
ち
を
か
け
れ
ば
、
コ
ン
ゴ
盆
地
の

ユ
ニ
ー
ク
な
水
系
と
森
林
生
態
系
の
、

持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス

は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
だ
ろ
う
。
個
々

の
適
応
策
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で

世
界
が
誓
っ
た
、
排
出
ゼ
ロ
と
二
度
未

満
を
達
成
す
る
、
抜
本
的
な
緩
和
策
の

達
成
は
必
須
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
）。

●
世
界
の
炭
素
貯
蔵
庫
―
熱
帯
雨

林
の
吸
収
源
と
し
て
の
限
界

　

二
つ
の
条
約
が
生
ま
れ
た
一
〇
年
後
、

二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
第

二
回
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
な
る
と
、
熱
帯

雨
林
は
樹
木
の
内
包
す
る
莫
大
な
バ
イ

オ
マ
ス
（
生
物
資
源
量
）
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
源
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
が
、

世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
規
模
な
山
火
事
が

何
カ
月
も
続
き
、
熱
帯
雨
林
や
泥
炭
地

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
、
無
視
で
き
な

い
規
模
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
共
有
さ

れ
た
の
が
、
こ
の
頃
だ
っ
た
。

　

そ
の
ア
フ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
サ
ミ

ッ
ト
の
終
わ
り
に
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ウ

エ
ル
国
務
長
官
が
、
コ
ン
ゴ
熱
帯
雨
林

の
保
全
の
た
め
に
、
中
部
ア
フ
リ
カ
六

カ
国
に
三
年
で
三
六
〇
〇
万
ド
ル
（
約

四
二
億
円
）
と
い
う
資
金
拠
出
を
約
束

す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
気
候
変
動
対
策

に
お
い
て
も
、
世
界
第
二
の
面
積
を
誇

る
コ
ン
ゴ
森
林
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
ガ

ボ
ン
で
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
私
は
、

京
都
議
定
書
離
脱
の
免
罪
符
に
、
コ
ン

ゴ
森
林
に
バ
ブ
ル
を
運
ぶ
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
に
腹
を
立
て
た
が
、
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
、
木
材
以
外
の
付
加
価
値
を
与
え

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、

意
義
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
一
〇
年
後
の
二
〇
一
二
年
、

再
び
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た

リ
オ
＋
20
で
は
、
そ
の
一
〇
年
間
に
ア

マ
ゾ
ン
が
経
験
し
た
、
二
度
の
激
し
い

干
ば
つ
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
国
際
社

会
は
、
最
大
の
吸
収
源
だ
っ
た
ジ
ャ
ン

グ
ル
が
、
劣
化
し
て
巨
大
な
排
出
源
と

化
す
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま
す

ま
す
熱
帯
雨
林
保
全
の
機
運
は
高
ま
っ

て
い
る
。
干
ば
つ
と
は
も
っ
と
も
縁
遠

い
は
ず
の
熱
帯
雨
林
が
熱
波
と
乾
燥
に

襲
わ
れ
、
見
た
目
よ
り
ず
っ
と
や
わ
な

巨
木
は
森
ご
と
枯
死
し
て
い
く
。

　

コ
ン
ゴ
盆
地
の
熱
帯
雨
林
で
は
、
今

の
と
こ
ろ
、
ア
マ
ゾ
ン
ほ
ど
の
被
害
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
後

に
残
さ
れ
た
開
発
途
上
の
大
陸
と
し
て
、

ア
フ
リ
カ
は
今
後
、
急
速
な
変
化
の
波

に
さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
陸
域
の
炭
素

吸
収
が
将
来
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

は
、
Ａ
Ｒ
５
に
よ
る
と
あ
ま
り
わ
か
っ

て
い
な
い
。
大
部
分
の
モ
デ
ル
は
す
べ

て
の
排
出
量
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
、
陸

カメルーン、ロベケ国立公園のプチ・サバンナ
（森林内の水草湿地）に、草を食べに出てきたニ
シローランドゴリラとシタトゥンガ。世界第２の
流域面積を誇るコンゴ盆地の水系は、このような
大型哺乳類が共存できる豊かなジャングルを潤し
ている（ⒸNaobi�Okayasu�/�WWF�Japan）
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域
で
の
炭
素
吸
収
が
継
続
す
る
と
予
測

し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル
は

気
候
変
動
と
土
地
利
用
変
化
の
複
合
効

果
の
た
め
に
、
陸
域
の
炭
素
が
減
少
す

る
こ
と
を
予
測
し
て
い
る
（
参
考
文
献

①
）。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
パ
リ
協
定
の
合
意

は
、「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
」。
熱
帯
雨
林

か
ら
の
〝
負
の
吸
収
〟
を
防
ぐ
だ
け
で

な
く
、強
力
な
吸
収
源
と
し
て〝
再
生
〟

し
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
必
要
で

あ
る
。

●
今
後
の
見
通
し
―
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
主
体
の
適
応
策
の
具
体
化

　

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
必
要
な
適
応
策

と
実
現
可
能
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
の
報
告
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い

る
（
参
考
文
献
③
）。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
協

定
が
達
成
さ
れ
、
温
暖
化
が
二
度
未
満

に
抑
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
過
去
の
排

出
に
よ
る
気
温
変
動
へ
の
適
応
だ
け
で

年
間
七
〇
億
～
一
五
〇
億
ド
ル
の
費
用

が
か
か
り
、
二
〇
二
〇
年
以
降
は
年
間

七
％
の
上
乗
せ
が
必
要
で
、
そ
の
額
は

二
〇
五
〇
年
に
三
五
〇
億
ド
ル
／
年
に

達
す
る
。
さ
ら
に
、
現
状
の
ま
ま
温
暖

化
が
進
む
と
、
こ
の
費
用
は
毎
年
一
〇

％
の
上
乗
せ
に
膨
ら
み
、
今
世
紀
終
わ

り
に
は
適
応
と
被
害
補
償
だ
け
で
ア
フ

リ
カ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
四
％
に
達
す
る
（
二

度
未
満
な
ら
一
％
）
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
莫
大
な
費
用
推
計
の
大
部

分
は
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
発
展
に
と
も

な
う
人
口
増
へ
の
対
策
、
ま
た
感
染
症

対
策
な
ど
に
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
を

加
味
す
る
際
に
必
要
な
経
費
だ
が
、
な

か
に
ア
フ
リ
カ
の
特
色
を
活
か
し
た
産

業
で
あ
る
、
観
光
業
へ
の
影
響
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
観
光
業
は
自
然
の
美
し

さ
や
珍
し
い
動
物
を
売
り
物
に
し
て
い

る
だ
け
に
、
気
温
の
変
動
に
よ
る
避
寒

地
と
し
て
の
価
値
の
低
下
、
キ
リ
マ
ン

ジ
ャ
ロ
山
の
氷
河
の
融
解
や
、
海
面
上

昇
に
よ
る
ナ
イ
ル
・
デ
ル
タ
の
壊
変
な

ど
、
様
々
な
要
因
が
観
光
客
の
減
少
を

引
き
起
こ
す
懸
念
が
あ
る
。

　

私
が
長
年
か
か
わ
っ
て
き
た
中
部
ア

フ
リ
カ
諸
国
で
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
観

光
業
は
育
っ
て
い
な
い
が
、
熱
帯
雨
林

保
全
の
機
運
の
高
ま
り
も
あ
り
、
地
域

固
有
の
自
然
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
へ
の
関
心
は
高
い
。

こ
れ
か
ら
開
拓
し
て
い
く
後
発
の
強
み

と
し
て
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
を
織
り

込
ん
だ
計
画
策
定
が
可
能
だ
が
、
具
体

的
に
は
、
温
暖
化
や
乾
燥
に
よ
る
動
物

の
分
布
域
の
シ
フ
ト
を
加
味
し
た
、
保

護
区
の
設
定
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
考
慮
し
た
い
の
は
、
コ
ン
ゴ

の
熱
帯
雨
林
の
現
状
を
も
っ
と
も
よ
く

知
る
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
を

ど
う
取
り
入
れ
る
か
で
あ
る
。
Ａ
Ｒ
５

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
先
住
民
の
伝
統

的
知
識
体
系
や
慣
行
を
応
用
す
る
こ
と

は
、
環
境
に
対
す
る
彼
ら
の
包
括
的
な

捉
え
方
も
含
め
、
気
候
変
動
の
適
応
の

た
め
に
大
き
な
手
助
け
と
な
る
が
、
こ

れ
ら
は
既
存
の
取
組
に
お
い
て
、
一
貫

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
形
態
の
知
識
を
統
合
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
適
応
策
の
有
効
性
は

向
上
す
る
（
参
考
文
献
①
）
と
考
え
ら

れ
る
。

　

観
光
業
は
確
か
に
気
候
変
動
の
影
響

を
受
け
や
す
い
が
、
発
想
を
転
換
す
れ

ば
適
応
し
や
す
い
分
野
と
も
い
え
る
。

変
化
し
た
自
然
環
境
に
新
た
な
観
光
の

魅
力
を
加
え
る
こ
と
さ
え
で
き
れ
ば
、

大
し
た
経
費
を
か
け
ず
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
か
ら
だ
。
そ
こ
に
は
、
長
年
、

森
を
守
っ
て
き
た
地
元
住
民
の
伝
統
知

が
も
の
を
い
う
だ
ろ
う
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
決
め
ら
れ
た
〝
保
護
区
〟
と
伝
統

知
の
間
に
、
し
ば
し
ば
齟
齬
が
生
じ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
森
林
の
生
物
多
様

性
の
現
状
把
握
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

方
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
。

　

ア
フ
リ
カ
熱
帯
雨
林
の
八
〇
％
以
上

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
居
住
地
に

隣
接
す
る
非
保
護
区
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
人
々
が
培
っ
て
き
た
野
生
動
物
や

森
林
と
の
共
生
関
係
に
も
と
づ
く
地
域

文
化
を
理
解
し
、
住
民
参
加
の
も
と
で

保
全
と
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
、
持
続

可
能
な
社
会
を
つ
く
る
う
え
で
必
須
で

あ
る
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
損
な
わ
れ
つ

つ
あ
る
森
林
と
野
生
動
物
相
を
回
復
し
、

コ
ン
ゴ
盆
地
の
森
林
生
物
多
様
性
を
再

生
で
き
れ
ば
、
気
候
変
動
対
策
に
も
貢

献
す
る
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

（
お
か
や
す　

な
お
び
／
京
都
大
学
特

任
教
授
）
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